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Abstract. Public Diplomacy (PD) has been an essential part of foreign policy. It is 
government-sponsored programs intended to influence public opinion in other countries. The 
importance of PD is not only a current topic. It was widely focused in prewar Japan. This 
paper describes Japanese efforts to promote favorable impressions of Japan in the minds of 
the Chinese public in the 1910s, when Chinese anti-Japan sentiments erupted against 
Japanese expansionism. Japanese policymakers hoped that cultural policy toward, and 
exchange with, China would create better understanding of Japan, and calm down Chinese 
feelings, in order to pursue its national interests in China. This paper sheds light on two 













































































































































































































こうした主張を展開した高橋とは、どのような人物であったのか。彼は、1902 年 8 月にアメリカに渡
航し、翌年プリンストン大学に入学した。そして 1906 年 6 月にマスター・オブ・アーツを取得する。留学
中には後の大統領となるウィルソン教授（Thomas Woodrow Wilson, 1856-1924）に師事していた。新
33 
渡戸稲造によれば、ウィルソンは「高橋君を非常に愛し且つ信用し」、また高橋の「人格と学力を賞

















治論の 2 講座を受講したことを誇りに思っていた。27 また彼はウィルソンが 1913 年に著した The New 
Freedom を日本語に翻訳し『新自由主義』と題して天佑社から出版している。翻訳作業の最中である






















上記に記したさまざまな議論や建策をもとに、「対支文化事業特別会計法案」が 1923 年 2 月 10 日
の閣議で承認された。そして 3 月 15 日の第 46 帝国議会で政府法案として提出され、「対支文化事業
特別法」が制定されたのである。 
本特別法に基づき、外務省は「対支文化事務局」（翌年「文化事業部」に変更）を設けた。そして中
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